


　コロナ禍で中止の年もあり「宝船展Ⅰ」から始まったこ

の展覧会、10回目の開催になります。十年一昔とは言いま

すが、もう10年が過ぎたのかと思えば、成就した成果から

はまだまだ10年、次の10年にあらためて挑む11年目です。

　SMFは美術、音楽、ダンス、建築、文学など多様な分野

のメンバーが交流する自由な集まりであると同時に、身近

な場所でアートを楽しみ、支援し、再創造するためのプラッ

トフォームづくりをめざす仲間です。「TAKARABUNE」は

実現したいアートプロジェクトを夢として語り、表現し、成

果を報告するアンデパンダン形式の展覧会で、だれでも参

加できるアートの場づくりを象徴する企ての一つです。

　「TAKARABUNE10：出入口」の記録集、このページは

その出入口です。ページを捲りSMFの世界の内へお入り下

さい。でも、もしかしたら入ったつもりで出てしまい、出たつ

もりでも入ったままかもしれません。だって入らなければ出

られないのに、入出口ではなく出入口と言うのですから。 

三浦清史（SMF 代表、建築家）
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TAKARABUNE 10 「出入口」
会期：2026年3月18日～3月22日
会場：埼玉県立近代美術館 一般展示室１
主催：SMF（サイタマミューズフォーラム）
会場レイアウト：長野 恒
会場運営：各出展者、ワーキンググループ、東京電機大学柴山研究室

TAKARABUNE 2026（10）「出入口」ワーキンググループ
加藤典子、柴山拓郎、長野 恒、中村 隆、中村 誠、長谷川千賀子、
春華未来、菱田祐一郎、藤井 香、三浦清史、三友周太、吉田富久一

■ カウンター席とテーブル席
　近頃NHKのシリーズ番組『最深日本研究～外国人博士の
目～』を観ていて「日本酒を知りたい」の回では思わず膝を打
つところがありました。 アルザス生まれの若い文化地理学者
が出ていて日仏での外食の仕方の違いを語ったところです。
フランスでは食事はテーブル席が原則で会話は食事をする
仲間同士、テーブルという限られた範囲でのコミュニケーショ
ンに食事が支えられている。カウンターでの食事という形態は
日本独自で、カウンター越しに料理人と客のコミュニケーショ
ンが成り立っていると。
　もっとも憧れのアメリカでもカウンターで食事をするドライ
ブインレストランが映画やテレビで出てきます。（ただしぼく
が憧れているのはケイリー・グラントのアメリカで決してトラ
ンプのアメリカではありません）。
　膝を叩いたのはホワイトキューブでの展覧会をフランス流
のテーブル席とみるならば、TAKARABUNEはカウンター
席もある日本の食事処かアメリカのドライブインレストランに
なるのではないかという喩えがまんざらではないなとひとり
悦に入ったからです。
　展示作品越しの制作者と鑑賞者とのコミュニケーションの
場であるアーティストトークなどはまさに寿司屋のカウンター
越しの会話の趣きがあります。そのカウンターは無地の尾州
檜一枚ものには及ばなくとも、少なくともプリント合板ではな
くいつかは漆塗りにしたいという気概で主催しているつもり
です。

■ 内と內
　アーティストトークも始めたばかりの数年前はまだ、団欒中
のテーブル席を回るシェフの挨拶みたいなぎこちなさがあっ
たものの、歳を重ね今ではすっかり定番に落ち着き、なじみ
客と調理人が息の合った会話を交わすカウンター席の態にな
りました。
　TAKARABUNEではもちろんプロのアーティストの出展
もありますが、同時に、まったくの素人、はじめての人、なん
ちゃってアーティスト、日曜アーティスト、これからアートに興
味をもってみようかなという人、だれでもが内に入り表現する
ことができるアンデパンダンな展覧会です。もしかすると客
席についたつもりがいつの間にかつけ台を越えて内側の調
理場に立たされているかもしれません。
　内の正字は「內」、門構えの出入口から入ったところが內だ
というのが原義なのでしょうが、当用漢字の制約かなにかか
ら、そこに人がかかわれば内なる世界があらわれるというい
かにもぼくらSMFの趣旨に相応しい「内」字を考えて下さった
識者の方々に感謝しながら（向こうの世界で『お言葉ですが』
の高島俊男さんの苦 し々げな表情が目に浮かびはしますが）
これであとがきの口上は終わりです。
　裏表紙を閉じればTAKARABUNE 10から退出できます
が、この出口はTAKARABUNE 2027へ、そしてSMF次の
10年への入口にもなっています。なにしろ今回のテーマは出
入口だったのですから。

三浦清史（SMF代表、建築家）

あとがき
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1　 伊藤しょうこ  《日本画素描 Stray Cat ／一人芝居 Master Shoko ＆ Margarita》

Shoko Ito
Master Shoko &
Margarita

伊藤しょうこ一人芝居は現代漫画と古
典落語の融合。実話を元に“ロシア人

青年ユラとの偶然の出会い”を縦軸
に、劇中劇の“愛と自由”の物語【マ

スターとマルガリータ】と言うロシア

文学が横軸の2話が織りなしているお
話。ウクライナ戦争の10年前2013年に

書いた。7年の長い年月をかけて完成

し、今も変化を続けている。ユラには
不治の病と秘密があった。テーマは地

球。93ヶ国を公演した国際演劇作家、
伊藤しょうこ一人十役。
私達が“小さな物の中に宇宙を観ると

はどう言う事か？”ロシア人にはロシ

ア式のドアが日本人には日本式のドア

があり、私達はそれぞれのドア（入

口）を開けて中に入っていく、しかし

その中の部屋に入ると、、、。

Shoko Ito
Master Shoko &
Margarita

伊藤しょうこ一人芝居は現代漫画と古
典落語の融合。実話を元に“ロシア人

青年ユラとの偶然の出会い”を縦軸
に、劇中劇の“愛と自由”の物語【マ

スターとマルガリータ】と言うロシア

文学が横軸の2話が織りなしているお
話。ウクライナ戦争の10年前2013年に

書いた。7年の長い年月をかけて完成

し、今も変化を続けている。ユラには
不治の病と秘密があった。テーマは地

球。93ヶ国を公演した国際演劇作家、
伊藤しょうこ一人十役。
私達が“小さな物の中に宇宙を観ると

はどう言う事か？”ロシア人にはロシ

ア式のドアが日本人には日本式のドア
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口）を開けて中に入っていく、しかし

その中の部屋に入ると、、、。
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典落語の融合。実話を元に“ロシア人

青年ユラとの偶然の出会い”を縦軸
に、劇中劇の“愛と自由”の物語【マ

スターとマルガリータ】と言うロシア

文学が横軸の2話が織りなしているお
話。ウクライナ戦争の10年前2013年に

書いた。7年の長い年月をかけて完成
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不治の病と秘密があった。テーマは地

球。93ヶ国を公演した国際演劇作家、
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その中の部屋に入ると、、、。

野良猫 - Stray Cats
日本とギリシャのコロナ禍で誕生した野良猫、離れた国

の類似した模様の猫の素描。人生初の入口で友人である

猫、人生の最後の出口も友人でありたい。

感想とお礼

多種多様な素敵な芸術家の方々と中村様を初め素晴らしいオ

ーガナイザーの方々とこのTAKARABUNE10に参加させて頂き

大変名誉です。

また、たくさんの事を学ばせていただきました。

また来年も参加させて頂ける事を心より楽しみにしています。

これからも精進して参りますので何卒宜しくお願い致します。

国際演劇家/日本画家/映画監督

伊藤しょうこ

野良猫 - Stray Cats
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ーガナイザーの方々とこのTAKARABUNE10に参加させて頂き

大変名誉です。

また、たくさんの事を学ばせていただきました。

また来年も参加させて頂ける事を心より楽しみにしています。

これからも精進して参りますので何卒宜しくお願い致します。

国際演劇家/日本画家/映画監督

伊藤しょうこ
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2　 絵手紙浦和会 阪本里美  《つづける つながる つたえる 20人の絵手紙展》

 

今回は絵手紙浦和会 12 名と絵手紙愛好家 8名による展示構成です。 

全く未知の世界である「絵手紙影絵」に初挑戦しました。特製ライトボックスの調整が難しかった。 

 

 

3 月 18 日トークショー：多くの方々でにぎわいました。 

 
アイデア絵手紙 

 

大型和紙作品を中心に構成したコーナー。下左は竹筆、鯉のぼり、ひな祭り、パンフレット、右は陶芸品 

 

  

 

3 月 18 日 午後 2 時～4時 

絵手紙竹筆体験講座  

講師：鈴木啓子さん 

 

最初の 30 分、竹筆の作り方講座。 

参加者 78 名、すごい人でした。 

8 席ご用意していただき、交替で 

10 回の実技を興奮して楽しみ、 

4 時に終了致しました。 

夢中でしたので写真が無くて、 

左のスケジュール表を添付いたします。 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 「加藤こどもの造形教室」 
  2025 年度作品 ＋  
  小学校チャレンジスクールとの合作 
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 誰もが通ろうとする正面入口である「ファーストドア」や 
        選ばれた人のための特別な入口「セカンドドア」とは異なり 
    「サードドア」とは誰も教えてくれないけれど、アイデア次第で 
         いつでもどこでも開かれる第三のドアのこと。 
   こども一人一人のアイデアの出入口をこどもと私とで確認し合いながら 
      それぞれにとっても新たな突破口となるような、造形表現としての               
                     「サードドア」を常にさがしている。 
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  2025 年度作品 ＋  
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    「サードドア」とは誰も教えてくれないけれど、アイデア次第で 
         いつでもどこでも開かれる第三のドアのこと。 
   こども一人一人のアイデアの出入口をこどもと私とで確認し合いながら 
      それぞれにとっても新たな突破口となるような、造形表現としての               
                     「サードドア」を常にさがしている。 
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3　 加藤典子  《サードドアを探して》

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

《「加藤こどもの造形教室」2025年度作品＋》※主な作品の紹介 
(学年は制作時) ○赤松律樹(小５年) 1「自画像」11「バッグの
bag」14「イケメンゴリラ」17「ミカンじいさん」18「ミミズの 
女神」20「真珠の耳飾りをねだる少女」21「つばさカーディガン」
と「かつら帽子」 ○吉野真花(小４年) 2「虹色と丸太」3「コルネ
ット」16「お宝を引っこぬけ！」 ○猪瀬藍(小３年) 4「きのこ 
ライト」13「ミヤコショウビン」※奥右 19「ムーミン一家のツリ
ーハウス」 ○安藤光希(小５年)  5「レインボウライト」7ミニ 
絵本「道と私」※手前  9「ネコのマトリョーシカ」 ○田中千紘 
(小４年)  6「ネコハウス(管理人付き)」 ○８ 展示の様子  
○兼安岳(小６年)  10「ハノイの塔」※パズル ○高野栞奈(小４年)  
7 ミニ絵本「道と私」※奥 12「レインスティック」13布バッグ 
イラスト「LOVE」※手前左 ○佐賀愛衣子(小５年)  13「赤いリボ
ン」※奥左 布バッグイラスト「スノウマン」※手前右 15「森と 
小鳥」 ○22 さいたま市内小学校チャレンジスクール「『不思議に
つながる出口と入口工作』参加者作品と造形教室との合作」 
  

１５ 

１６ 

２０ 

１９ 

２１ 

１７ 

１８ 

２２ 

 「開かない本」 加藤典子  ※下は内部 
  

「分断と結合 2025」 加藤典子   
                     ※「野良の藝術 2025」出品作品 
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4　 シミズフロ－ラルデザインスクール  《生命の木》
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5　 社会芸術・さぎ山支部 野良の藝術  《野良の藝術2025 『野良の叫び 分断と結合』報告》
 

 

 

 

10. 社会芸術・さぎ山支部　野良の藝術　／　野良の藝術2025「野良の叫び-分断と結合」

造形出品者：石井 国義、石崎 幸治、磯矢 亮介、衛守 和佳子、加藤 典子、萩原 毅、三枝 愛、柳井 嗣雄、タナカ ヒデキ、 
長谷川 千賀子、広若 剛、吉田 富久一　　　映像出品者：太田 まさお、本田 慎吾、柳田 永ニ、ソンちゃん先生

 

 

 

 

11. 社会芸術・さぎ山支部　野良の藝術　／　野良の藝術2025「野良の叫び-分断と結合」

農 
か 
ら 
始 
ま 
る 
創 
造 
活 
動
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6　 SYUTA  《The Door Was Open》

 

The Door Was Open 
このドアノブは、2025年のロサンゼルスの山火事で焼
けた家の残骸だ。 
2025 年 9 月にコロナ以降、初めてロサンゼルスに渡
米した際に、過去に展示をしたギャラリーに寄ると、そ
こでは１月の山火事の被災者へ向けたチャリティー展
が開催されていた。 
ギャラリーには火災により廃棄された沢山の残骸が集
められていた。この廃棄物を使ってアーティストが作品
を創るものだ。自分も何か作品にしようと玄関のドアノ
ブを持ち帰った。なぜなら、玄関のドアは、外の世界と
家の中の境界であり、ドアの鍵は家族や財産を守り、
安心できる空間の象徴だからだ。 
火事により、家は焼け、ドアはその力を失い、鉄の塊
となってしまった。 
「TAKARABUNE10出入口」とシンクロしたことから、
持ち帰ったドアノブを作品にした。 
焼け残ったドアノブを中心に光と陰で構成し、失われ
たもののかつての姿を表現した。 
友人のなかには、自宅、スタジオ、過去に制作した作
品まで焼失した人もいる。意気消沈しているだろうと
心配したが、再会した彼らは制作を続けていた。 
これは仲間たちへの尊敬とエールを込めたものである。 
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7　 suzu  《並行世界 ― parallel world ―》
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8　 出店久夫  《夢のごとき風景》

 

 

 

 

 

フォトコラージュ原図 ⇒ ネガベタ焼 ⇒ ゼラチンシルバープリント ⇒ 現在進行中の画面 

 
      2025 年      2026 年           2026 年     2027 年完成予定 

1983 年のモノクロプリントより 2024 年野良の藝

術さぎ山会場ダイダラボッチ地面の写真カットま

で、私が出会ったイメージが記憶の中で積み重な

り、コラージュ原図は出来上がっております。 

原図をレンズ玉を使って再撮影する方法にてブレ

流れネガ 35ｍｍが出現します。これをプリントす

ることにより生まれいずる最終画像を求めるのは

大変に私的でアナログな技法なのです。 

崩壊感覚に満ちる風景が希望の持てるピンク色に

輝きますように !! 
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9　 電子音響ピープルプロジェクト+東京電機大学「 作曲・音楽文化研究室」
  

       

《Denshi Onkyo People in Imaginary Sphere with Flux Canvas》

9 電⼦⾳響ピープルプロジェクト＆東京電機⼤学「作曲⾳楽⽂化研究室」 
  Denshi Onkyo People in Imaginary Sphere with Flux Canvas 
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電⼦⾳響ピープルプロジェクト＆東京電機⼤学「作曲⾳楽⽂化研究室」 Denshi Onkyo People in Imaginary 
Sphere with Parallel Musicbox 電⼦⾳響ピープルプロジェクトは、2022 年秋から再始動し、2023〜2025 年
の 3 年間で本 格的な活動を展開しています。2023 年には、BankART Station（9 ⽉ 30 ⽇・10 ⽉ 1 ⽇）
およびゲーテ・インスティテュート東京（10 ⽉ 28 ⽇・29 ⽇）でワークショップを開催しました。2024 年
には 6〜8 ⽉にスウェーデン・ドイツ・フランスでもワークショップを⾏い、9 ⽉には ZKM（カールスルー
エ・メディアアートセンター）でライブと公演を実施しました。さらに同年 10 ⽉、ゲーテ・インスティテュ
ート東京の「電⼦⾳響ピープルプロジェクト 2023‒2025 Special & Spatial ライブ」において、ドイツから、
ルドガー･ブリュンマー、⽯井紘美、ベンジャミン･ミラーの各⽒を招き、同⽒による協働作品の⽇本初演を含
む 2023 年以降の全協働制作作品を上演しました。今回、TAKARABUNE に展⽰した 「Denshi Onkyo People 
in Imaginary Sphere with Flux Canvas」は、参加者の完成作品と集合写真をもとに構成したポートレート動画
によるサウンド＆ビジュアルインスタレーションと研究室の⽣徒である⼭根が制作したインタラクティブ作
品を組み合わせた作品です。電⼦⾳響ピープルプロジェクトが⽬指す、緩やかで可視化しにくいコミュニティ
を視覚的・聴覚的に表現しました。 

電⼦⾳響ピープルプロジェクト 2023‒2025＠ゲーテ･インスティトゥート東京 
2025 年 
11.8 sat シンポジウム ＋ 電⼦⾳響ピープル 2025 共同制作作品初演！ 
11.9 sun 電⼦⾳響ピープル 2023‒2024 共同制作作品の再演・未来のアーティスト 2025 作品初演 
11.4 tue‒9 sun サウンドインスタレーション展⽰ 
8.29 sat ワークショップ with ⽣形三郎、仲井朋⼦、松村誠⼀郎、柴⼭拓郎、■電⼦⾳響ピープル：井上将
来、⾼地寛、菅野健⼀、Yama、笠⽊⽇南⼦、Lin、太⽥あゆみ、藤重なこ、柳原久乃、松村誠⼀郎 with Ikk、
⼤沼康⼦、渡辺政弥、カズ、⾜⽴雅⼦ 
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関連企画 ワークショップ＠⾵の寺⼦屋 (2024.11.20, 12.25)、BankART Life 7 への参加 @BankART Station ・サウンドインス

タレーション展⽰（2024.3.14‒6.9) ・サウンドスケープ･サウンドモンタージュワークショップ（2024.4.21) ・ラウンジライブ

（2024.5.26) ワークショップ ・ワークショップ＠ストックホルム舞台芸術美術館 (2024.6.16) ・ワークショップ@ZKM(カー

ルスルーエメディアアートセンター) (2024.7.20) ・ワークショップ＠Festival Futura (2024.8.21‒22) ドイツ公演@ZKM 

(2024.9.13) 東京公演@ゲーテインスティテュート東京 ・Denshi Onkyo People in Imaginary Sphere with Parallel Music Box 

(2024.10.22‒28) ・シンポジウム（2024.10.25） ・Spacial&Spatial Live (2024.10.26‒27)、ワークショップ@BankART Station / 

with ⾼野⼤夢, 由雄正恒, 仲井朋⼦, 渡邊愛, 柴⼭拓郎 ■電⼦⾳響ピープル：⼩⽥浩市, 桜⽥しょうき, 柴⼭あかり, 柴⼭るり, 

時得⾥彩, 松 尚⽂, 武⽯みどり, 伊藤芳雄, ⼤ ⽮祐嗣, 吉川信雄, 遠藤りな, 阿部尊美, 吉野⾹⼦, 吉野翼, 邱⽟芬, みな, ⼩⽥

雅昭, ⼩⽥裕⼦, 桜⽥みちよ, 柴⼭真 ⼈, ⼤村倫太郎, 岡⽥怜⼦, 染⾕怜奈, 染⾕優⼤, 神保玲⼦, ⾼⽥広美, 関根⿇郎, ⼤澤貴

⼀, ⻑⾕川僚也, キョウコウ, 柴⼭祥⼦, 平賀りりあ, 塚本信昭, 柴⼭晴, ⼤村英史, ⼤村美保, 岡⽥あゆみ■⾶び⼊り応援ピー

プル：濱野峻⾏, 村⽥ 早苗, 滝沢葉⼦, 安⽥亜希⼦ ■サポートピープル：若林拓海, ⼩林慧悟, 渡辺亮太, ⼤野勇⼈, ⾼⽊空, 松

本実樹, 本多 慎吾, 天光快晴, 松本実樹, 中村陽, 本多慎吾, 鈴⽊怜奈, ⼤野勇⼈■BankART 1929 の皆さん ワークショップ＠

ゲーテインスティテュート東京 / with ⾼野⼤夢, 由雄正恒, 新井聡真, ⼤野茉莉, 柴⼭拓郎 ■電⼦⾳響ピープル：千原世＋千

原航, 都賀城太郎, 鈴⽊悠弘, 広沢純⼦, 邱⽟芬, Tetsuto Ozawa, イゼン, Antonia Britt, ⽥中栄索, 増⽥涼⾹, 増⽥澄恵, 凡, kazu, 

外川⿇未, 福江⼀起, 加藤芙実, Taku, 伏⾒⾹蓮, Takuya Shinkado, Anna Shinkado, ⻑岡律⼦, ⾼橋乃恵実, Sarah Lee, 髙橋達⼆, 

Raiden Gunnarsson, Nomura Karin Gunnarsson Nomura ■サポートピープル：⼭根 吾朗, 菅⾕凌, 天野⼤介, 岩橋未有, 都留尚

歩, 増渕⻑慶, 中村陽, 松本恭祐, 早⽥淳平, 本 多慎吾, 松本実樹, ⼩松匠, ⻄野俊, 中窪涼介, 天光快晴, 鈴⽊怜奈, 真中⼤徳, 

五⼗嵐万裕, 柿崎瑞貴 ■Goethe Institute Tokyo の皆さん ワークショップ@BankART Life 7 / with 柴⼭拓郎 ■電⼦⾳響ピー

プル：松岡尚史, 樫村和美, ⽳澤宏美. ⽔ 野⾕帆⾵, 神保玲⼦, 塚本信昭, 堀本響, 桑原健太郎 ワークショップ@スウェーデン

舞台芸術美術館 / with ア ンドレ･ホルザプフェル, デレク･ホルツァー, ヘンリク･ フリスク ■電⼦⾳響ピープル：エリック･

ティヴェニアス, イナ･フ リード･フライデル, カリズ･ノードルフ, ルオクシ･ガオ ワークショップ@ZKM with / ルドガー･ブ

リュンマー, ⽯井紘美, ベンジャミン･ミラー ■電⼦⾳響ピープル：Katsu, Mia, Daichi, クリスチャン, ヨーヨー, 有⾺桃, クハ

レク未知, リン, ポステット育三郎, ポステット保奈美 ワークショップ @Festival Futura / with ナタナエル･ラボワソン, アニ

エス･ポワソン, ヴァンサン･ロブフ, 成⽥和⼦ ■電⼦⾳響ピープル：ヴィルジーニ･ルナール, ジャヴィエ･オルト, パオロ･カ

スティリーニ, クリス･シャネット, 樋⼝ 浩⼦, ジュリー･ゲーニュ (jg.ch-j), ベルナール･ルノー, デルフィーネ･ドラ, C3 S R, 

藤本芳樹 ■主催：電⼦⾳響ピープルプロジェクト 2023-2025 実⾏委員会 ■協⼒：BankART1929、ゲーテインスティテュート 

東京、ZKM | Zentrum für Kunst und Medien Karlsruhe ■助成：かけはし財団、科学研費基盤研究(C)「参加型プロジェクトア

ートとしての電⼦⾳響⾳楽の共創的実践」、東京電機⼤学「作曲･⾳楽⽂化研究室」 ■後援：先端芸術⾳楽創作学会、Saitama Muse 

Forum (SMF) 、⽇本電⼦⾳楽協会（JSEM)、SuperDeluxe ■運営：東京電機⼤学理⼯学部情報システムデザイン学系「作曲･⾳

楽⽂化研究室」 ■デザイン：アームズ 
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10　 田 幸樹枝  《ちぎる言葉 ⇔ちぎる絵》
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11　 中村 元  《写真 中村 元の世界 ソメイ吉野太夫と千人行列》
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コロナ禍で中止の年もあり「宝船展Ⅰ」から始まったこの展覧会、10回目の開催になります。十年一
昔とは言いますが、もう10年が過ぎたのかと思えば、成就した成果からはまだまだ10年、次の10年
にあらためて挑む1１年目です。
SMFは美術、音楽、ダンス、建築、文学など多様な分野のメンバーが交流する自由な集まりであると
同時に、身近な場所でアートを楽しみ、支援し、再創造するためのプラットフォームづくりをめざす仲
間です。「TAKARABUNE」は実現したいアートプロジェクトを夢として語り、表現し、成果を報告す
るアンデパンダン形式の展覧会で、だれでも参加できるアートの場づくりを象徴する企ての一つで
す。来場者のみなさん、この出入口からSMFの世界へお入り下さい。でももしかしたら入ったつもり
で出てしまい、出たつもりでも入ったままかもしれません。だって入らなければ出られないのに、入出
口ではなく出入口と言うのですから。                                               三浦清史（SMF代表、建築家）

コロナ禍で中止の年もあり「宝船展Ⅰ」から始まったこの展覧会、10回目の開催になります。十年一
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にあらためて挑む1１年目です。
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同時に、身近な場所でアートを楽しみ、支援し、再創造するためのプラットフォームづくりをめざす仲
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るアンデパンダン形式の展覧会で、だれでも参加できるアートの場づくりを象徴する企ての一つで
す。来場者のみなさん、この出入口からSMFの世界へお入り下さい。でももしかしたら入ったつもり
で出てしまい、出たつもりでも入ったままかもしれません。だって入らなければ出られないのに、入出
口ではなく出入口と言うのですから。                                               三浦清史（SMF代表、建築家）

コロナ禍で中止の年もあり「宝船展Ⅰ」から始まったこの展覧会、10回目の開催になります。十年一
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同時に、身近な場所でアートを楽しみ、支援し、再創造するためのプラットフォームづくりをめざす仲
間です。「TAKARABUNE」は実現したいアートプロジェクトを夢として語り、表現し、成果を報告す
るアンデパンダン形式の展覧会で、だれでも参加できるアートの場づくりを象徴する企ての一つで
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で出てしまい、出たつもりでも入ったままかもしれません。だって入らなければ出られないのに、入出
口ではなく出入口と言うのですから。                                               三浦清史（SMF代表、建築家）

コロナ禍で中止の年もあり「宝船展Ⅰ」から始まったこの展覧会、10回目の開催になります。十年一
昔とは言いますが、もう10年が過ぎたのかと思えば、成就した成果からはまだまだ10年、次の10年
にあらためて挑む1１年目です。
SMFは美術、音楽、ダンス、建築、文学など多様な分野のメンバーが交流する自由な集まりであると
同時に、身近な場所でアートを楽しみ、支援し、再創造するためのプラットフォームづくりをめざす仲
間です。「TAKARABUNE」は実現したいアートプロジェクトを夢として語り、表現し、成果を報告す
るアンデパンダン形式の展覧会で、だれでも参加できるアートの場づくりを象徴する企ての一つで
す。来場者のみなさん、この出入口からSMFの世界へお入り下さい。でももしかしたら入ったつもり
で出てしまい、出たつもりでも入ったままかもしれません。だって入らなければ出られないのに、入出
口ではなく出入口と言うのですから。                                               三浦清史（SMF代表、建築家）

今年で10 年目のTAKARABUNE

　　　　　   という不思議なテーマのキービジュアルはドア
開 いているのか、閉 まりかけているのか？

TAKARABUNEは出入り自由な無 数の創造のドア

12　 中村 隆  《TAKARABUNE 10：出入口 ビジュアルイメージ》

TAK AR A BUNE102026
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13　 西尾路子  《迷路に ようこそ》
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14　 はた みき  《オーバー・ザ・コンフォートゾーンジ》

作品名： オーバー・ザ・コンフォートゾーン  Over the COMFORT ZONE 

作者名： はた みき Miki HATA 

制作年： 2026 年 2026 

制作日数： 1 年と 1 日  For 1year＋1day 

材質・技法： アルミシート、サンキャッチャー、風船、布、段ボール 

Aluminum sheet, Sun catcher, Balloon, Cloth, Cardboard 

「出入口」と出展作品の関わり： 

出入口:出たり入ったりできる門、扉、ドア。今は見えていない扉（選択肢）は、まだまだ沢山あるは

ず。さあ、ドアを開けて行こう。未来を決めるのは、いつだって自分だ。あなたと未来を変える出入口

…。あなたも越えて”見”ませんか？ 

DOORWAY : A gate, door that you can enter or leave. There must be many more doors (options) 

that you can not see right now. Now, let’s open the door. The future is always yours to 

decide. A doorway that will change you and the future. Why do not you try exceeding it? 

作品制作にまつわるエピソードなど： 

コンフォートゾーン:ストレスや不安を感じず、安心して過ごせる「個人にとって居心地の良い安全領域」。

あなたの”当たり前”や、”慣れ親しんだ普通”を 1 つだけでも超えてみませんか？ 新しい選択をし

てみませんか？作品を通して、コンフォートゾーンをオーバーした時の感覚を少しだけ体験してもらえ

らた嬉しいです。 

COMFORT ZONE:“A comfortable and safe area for individuals” where they can spend time without 

stress or anxiety.Would you like to go beyond your comfort zone, even just one of your "normal" 

or "familiar normal"? Would you like to make a new choice? Through my art work, I would be 

happy if you could experience the feeling of going beyond your comfort zone even a little. 

 
 
曲がったことのない角、 通ったことのない道、 その先にこそ、 

ずっと探し求めていた景色が見えるかもしれません。  

あなたと未来を変える出入口…。あなたも越えて"見"ませんか？ アウェイに、一歩進んでみる。  

自分の枠（コンフォートゾーン）を超えよう。 異次元への挑戦。 未知へ挑み続ける。  

いつもと違う選択肢を選ぶことで、あなたの人生の角度が１℃（一度）、変わります。  

人生は、面白い。       ＊TAKARABUNE 展"も私にとっては毎回、エキサイトなチャレンジです。  

 

At a corner where I have never turned. At the end of a road I have never passed,  

I may be able to see the scenery I have been looking for.  

A doorway that will change you and the future.  Why do not you try exceeding it?   

I will take a step AWAY. Let's go beyond your COMFORT ZONE.  

Take on the challenges of another dimension.  Keep challenging the unknown.   

By choosing unusual options, you change the angle of your life by 1℃ (one degrees).  

Life is interesting.  

※"The TAKARABUNE exhibition" is evrytime an exciting challenge for me.  
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15　 菱田祐一郎  《Wormhole RECORD_T57》
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出口｜入口・・・ 未知 みち みち  における観客大移動の様子 

（パフォーマンス中の皆様の暖かい眼差しとご協力に感謝いたします） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『出入口』という言葉に魅力を感じ、ポスターデザインに心ときめき、ユニットウルスさんの「ドアを作れるか
らコラボしましょうよ」のお誘いにワクワクは頂点に達し、「出入口」について考え始めました。 
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16　 藤井 香  創作ダンス《出口｜入口》
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17　 舞踏サークル 舞ひ風  《舞踏 《オオゲツ》》

 

舞踏集団／舞ひ風 「オオゲツ」  

タイトルの「オオゲツ」は古事記のオオゲツヒメが由来です。野良の藝術 2025 で踊らせていただいた

「五穀の起源」を、TAKARABUNE 展に向けてリメイクした作品です。 2026.3.22 埼玉県立近代美術館 

 

 

 

 

「五穀の起源」2025.11.30  

野良の藝術 2025 野田のさぎ山 

 

 

 

舞踏／ 

オオゲツヒメ  細田麻央 

カンムスビ     ノトヤ浩一 

ウズメ      苅野明 

 

DJ／鶴子 

構成／奥山孜 

写真／佐藤ユカ 
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18　 みゃうか  《夢の入り口と出口》

 

今回のテーマは「TAKARABUNE10 出入口」ということで 10 回目を迎えたとい

う意味もあります。 

みゃうかもこの宝船展に参加して 10 回目となりました。 

１回目に参加した時の緊張や不安は、今となっては懐かしい思い出です。 

 

その時にはまだ和紙を使った立体造形を制作しておらず、アイディアのみ

を提出しました。そのアイディアを基に制作したブランコの作品は虹色の

鎖と座る場所を雲形にして仕上げました。素材は和紙と紙のみで制作して

います。 

 

一緒に展示したこれらの星はみゃうかの願いを叶えてきた流れ星たちで

す。星に願いをかけた時が「入り口」叶った時が「出口」と考えて 10 個の

流れたあとの星たちを展示することにしました。 

また次に流れるために今は休憩をしています。 
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19　 矢花俊樹  《巨大アートに挑戦！『私の夢、私たちの未来』》

 

TAKARABUNE10 巨大アートに挑戦！『私の夢、私たちの未来』 

 
授業者：矢花 俊樹 制作：蕨市立中央東小学校４年生＆ひまわり学級： 名 協力：蕨市美術連盟

 「子供は誰でも芸術家だ。問題は、大人になっても芸術家でいられるかどうかだ。」 

私が好きな、ピカソの言葉である。 

 子供は生まれた瞬間にアートの入口をくぐり、アートの中にいるのだろう。しかし、子供

たちは学校で図工・美術教育を受けているにもかかわらず、残念ながら早い段階でアー

トの出入口から出て行ってしまう子供が多いのではないだろうか。 

 図工の授業はアートの出入口から出てしまった子供にとっての“アートの入口”（再入

場）であり、アートの中にいる子供にとっては決して出口となってはならないものである。 

そんな授業を私はしたい。 

料理うまくなりたい。英語がぺらぺらになりたい。たたくくささんんのの人人をを笑笑顔顔ににででききるる絵絵ををかかききたたいい。。  お花屋さんになりたい。 

うちゅうひこうしになりたい。キキッッククボボククシシンンググででベベスストトををつつくくすす。。空手でゆうしょうしたい。電車の運転しゅになりたい。 

小小説説家家ににななりりたたいい。。サッカーでたくさんシュートをうちたい。大大工工ししょょくくににんんににななるる。。すべてのソフトをやりたい。ララーーメメンン。。 

にゃんこパンゆず。鉱鉱石石ココレレククタターーににななりりたたいい！！！！東京大学入学おめでとう。相相手手ををみみととめめらられれるる水水泳泳選選手手。。日本一上手な

しょうぎの棋士になりたい。キキャャンンププカカーーででりりょょここううににいいききたたいい。。かんごしになりたい。ペットショップの人になりたい。 

世界中の鉱石を集める。 

植植物物ののたたくくささんんああるるカカフフェェででははたたららききたたいい。。色んな生き物をかいたい。楽しいゲームを作りたい。海海ののううつつくくししささでかぞくを  

しあわせにしたい。花とちょうのお花やさん。ベイブレードであそびまくる。人人気気のの YYoouu--TTuubbeerr ににななりりたたいい。。イラストレーターに 

なりたい。人人気気ののネネココカカフフェェをを開開ききたたいい。。スイッチ２を 72時間ずっとやりたい。カフェの店員。お花屋さん。おおばばけけ屋屋ささんん。。  

ケーキやさん。おいしいデザートが作れるパティシエになりたい。わわたたししイイララスストトレレーータターーににななるる。。ハワイにいきたい。  

日本一のサッカーせん手になりたい。ううちちゅゅううはは家家ををたたててるる場場所所だだ。。そうこうしゅそろったプロ野球せん手。集中集中ぜったい 

１点決めたい！ いい中学に受かりたい。めざせやきゅうせんしゅ。ねこかいたい。ネコがかいたい。日日本本がが目目指指すすババススケケ。。  

新新ししいいパパジジャャママをきたい。日日本本一一上上手手ななササッッカカーーせせんん手手ににななりりたたいい。。日本一のスリーポイントシューターになりたい。 

犬を何ひきもかいたい。ペットショップやさんになりたい。お花屋さんになりたい。イラストレーターになりたい。外交官になりたい。

日日本本一一ののダダンンササーーににななりりたたいい。。スイッチ２を 10 台かいたい。おおききななわわににいいききたたいい。。音楽家になりたい。 

ビジネスマンになりたい。けんきゅうしたい。絵を上手にしたい。 ～～子子供供たたちちのの夢夢のの集集合合体体がが、、未未来来のの扉扉をを開開くく～～ 



4140

TAKARABUNEと夢のシート
（エントリーシート）

　TAKARABUNE は、美術、音楽、ダンス、建築、文学
などジャンルの区別なく、所属や経歴、プロ、アマを問わ
ず、誰でも参加可能な場です。展覧会ではなく「場」とした
のは、それぞれの多様な「アートにまつわる夢を共有す
る場」として、始まったからです。
　垣根を越えてユニークな活動をしているアーティスト
が、交流し刺激しあう「ラウンドテーブル」から「さんなす
び」展、「宝船展」、「TAKARABUNE」へと展開してきま
した。
　出展者全員にご提出いただくエントリーシート（夢の
シート）は、その名残りです。美術館での開催を重ねる中
で、 当初の「実現性にとらわれない自由な夢」を記した
シートは減少し、展示する作品に関する説明的なものが
多くなりました。
　こうした現状を踏まえて「アートの夢を共有する場」をど
のように豊かにしていくのか、みなさんからさまざまなアイ
デアをいただき、次の展開につなげていきたいものです。
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会場イベント記録 会場レイアウト

　出展者同士また来場者と出展者のコミュニケーションを図り、アートの夢を共有し育むことが TAKARABUNEの重要な目的のひとつです。今回も会
期中毎日のアーティストトークをはじめ、朗読、ワークショップ、各種パフォーマンスなどが、にぎやかに会場で開催され、さまざまな出会いや多くの発
見の場となりました。（参加者・来場者総数：計 509名）

開催イベント一覧（敬称略）
随時開催：菱田祐一郎 プロジェクションパフォーマンス《Wormhole 　　　 

RECORD_T57》暗室ゾーン入口周辺他
暗室を中心にプロジェクターを持って移動しながらご来場の方 と々楽し
みました。5日間 計 98名

3月 18日（水）
13:20〜 14:00　アーティストトーク（中村 元、社会芸術・さぎ山支部 
野良の藝術、絵手紙浦和会、中村 隆）5～ 25名
14:00〜 16:00　絵手紙浦和会《竹筆体験講座》講師：鈴木啓子 参加
78名

3月 19日（木）
13:20〜 14:00　アーティストトーク（みゃうか、suzu、絵手紙浦和会、
はたみき）12～ 13名
14:30〜 15:30　はたみき 工作ワークショップ《コンフォートゾーン
BOX》参加 5名、見学 5名

3月 20日（金・祝）
13:20〜 14:00　アーティストトーク（田 幸樹枝、出店久夫、絵手紙浦
和会、菱田祐一郎）13～ 18名
14:00〜 14:45　suzu 朗読《声がほどける午後》 15名

3月 21日（土）
13:20〜 14:00　アーティストトーク（加藤典子、電子音響ピープルプロ
ジェクト +東京電機大学「作曲・音楽文化研究室」、シミズフローラル
デザインスクール、社会芸術・さぎ山支部 野良の藝術）8～ 30名
14:00〜 14:30　中村 元　江戸里神楽《寿獅子舞》＋プロジェクション
コラボ：菱田祐一郎 45名
15:00〜15:50　伊藤しょうこ 一人演劇《Master Shoko ＆ Margarita》　
35名

3月 22日（日）
11:00〜 11:45　田 幸樹枝 ワークショップ《ちぎる言葉で、ちぎる絵を描
いて読む》参加 9名、見学 3名
12:20〜 13:00　アーティストトーク（矢花俊樹、社会芸術・さぎ山支部 
野良の藝術、SYUTA、西尾路子）10～ 15名
13:30〜 13:50　藤井 香 創作ダンス《出口｜入口》 出演：江積志織、海
保文江、佐々木春呼、松元日奈子 65名
14:00〜 14:30　舞踏サークル 舞ひ風（細田麻央、ノトヤ浩一、苅野 明、
鶴子） 舞踏《オオゲツ》 50名
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ご来場者アンケート 集計報告

　2016 年から新春に開催してきた「宝船展」は
今回で通算10 回目、コロナ禍による中断を経て
2022 年から毎年3 月に「TAKARABUNE」と
して開催するようになり5 回目となりました。来
場者数は、2023 年717 名、2024 年818 名、2025
年926 名と毎年増加し、今回も946 名と2 年続
きで最多記録を更新しました。
　また来場者アンケート回答数も114 通と最多
で回答比率も12.1％と過去3 年の8 ～10％に比
べて大きく上昇しました。貴重なお声をお寄せ
いただいた皆様に改めて感謝し今後に生かし
ていきたいと思います。継続の甲斐あってか、リ
ピーターや興味をお持ちいただける方が着実に
増えているようです。以下集計に基づき項目別
に詳細をご報告します。
　なお本稿の回答記述については、誤字・脱字
と思われるものも原文のまま記述し、意味が判
然としないものも排除せずに、そのまま記載す
ることとしました。ご一読いただき、お気づきの
点などありましたら、ぜひご教示ください。

A　どちらにお住まいですか？（回答数112）
1. さいたま市62（55.4％）：浦和区26、南区11、
桜区6、北区4、中央区・緑区・見沼区各3、大宮区
2、岩槻区1、不明3
2. さいたま市以外の埼玉県28（25.0％）：越谷
市・日高市各4、新座市3、上尾市・川越市・所沢
市各2、桶川市・春日部市・鴻巣市・吉川町・蕨市
各1、不明6
3. 埼玉県外22（19.6％）：東京10（杉並・八王子
各１含）、神奈川5（横浜1 含）、静岡・名古屋各1、
不明5
　浦和区を中心にさいたま市内が55％、さいた
ま市以外の埼玉県内が25％とほぼ例年通りの
比率だった。県外では、東京・神奈川以外に、静
岡・名古屋など遠来の入場者もあった。

B　ご年代を教えてください。（回答数113）
1. 就学前・小学生10（8.8％）　
2. 中・高・大学生10（8.8％） 
3. 20 代・30代９（8.0％） 
4. 40代・50代35（31.0％） 
5. 60才以上49（43.4％）
　常に最多となる60 才以上と2 位の40 代・50
代を加えて約75％と例年（73 ～77）並みの結果
だった。40代・50代の比率が今回はやや高かっ
た。児童や学生・20 代・30代は時間的余裕がな
く来場が難しいとも思われるが、主たる来場者
である子育てがひと段落した40代・50代や60
才以上の方々に、アピールする企画で、家族を
誘って来場していただくのも、ひとつの手かと思
われる。

C　この催しをどこでお知りになりましたか？
（回答数116）
1. 知人の紹介62（53.4％）　
2. SMF のホームページ5（4.3％） 
3. チラシを見た10（8.6％）	

4. YouTubeで見た1（0.9％） 
5. 知らなかった38 （32.8％）
　宣伝広告費のきわめて限られた本展にとっ
て、出展者・関係者のネット、郵送、口コミ広報
はきわめて重要であり知人の紹介が例年50％
前半で首位となる。ついで知らなかったが20 ～
35％で2 位となるが、この層は美術館来館者数
に比例して増減すると思われる。SNS を通じた
発信の強化が課題だが、今回は出展者にアート
の夢を語るショート動画を作成・提出してもら
い、それを一本にまとめて会場並びにYouTube
で公開する試みを初めて行った。広報効果以上
に新たな刺激となりコミュニケーションを活性
化する契機となったと思われる。講習会の開催
を含め、募集・編集・YouTubeアップにお骨折り
いただいた菱田祐一郎さん、藤井 香さんに謝
意を表したい。

D　この会場に来られた目的を教えてください。
（回答数121）
1. 展覧会を見に55（45.5％）　
2. 知人の作品を見に41（33.9％） 
3. トーク、ダンス、ワークショップ等を目当てに1

（0.8％） 
4. 特にない24（19.8％）
　展覧会を見に、知人の作品を見に がいつも
1、2 位を争い合わせて80％台後半となることが
多いが、今回は80％弱で、替わって例年10％前
後の特にないの比率が高かった。美術館に来た
ついでに来場した層が例年より多かったためと
思われる。

E　今年が10 回目ですが、これまでにご覧に
なったことがありますか？ （回答数112）
1. 1 ～2 回見た30（26.8％）　 
2. 3 ～4 回見た11（9.8％）　
3. ほぼ毎回見ている9（8.0％）　
4. 今回初めて見る62（55.4％）
　初めて見るの比率は2023年の65％から24・
25年は48％と減少してきた。今回は55％と増え
てはいるが、ついで入場者の比率が高かったこ
との影響で、リピーターは少しずつ増えていると
推定される。

F　会場のノートパソコン画面で出展者がそれ
ぞれのアートの夢を語っています。（約9分）ご
覧になりましたか？（回答数110）
1. ひとまわり見た19（17.3％）　 
2. 半分ほど見た10（9.1％）　
3. 少しだけ見た51（46.4％） 
4. 見なかった13（11.8％）  
5. 気付かなかった17（15.5％）
　会場内2 カ所にノートパソコンを設置し、動
画を開場時間中リピート再生してご覧いただい
た。4人に3人の方が気付いて足を止めていただ
き、9分まるごとご覧いただいた方も6人に1人
いらっしゃった。展示の邪魔にならないようにと
音声は絞り気味で椅子も置いていなかったが、

それなりに見ていただけたようだ。

G　Fで「見た」とお答えの方に伺います。この
動画は展覧会や展示作品の理解に役立ちまし
たか？（回答数66）
1. とても役立った12（18.2％） 　
2. いくらか役立った28（42.4％） 　
3. どちらともいえない20（30.3％）　
4. あまり役立たなかった1（1.5％） 　
5. まったく役立たなかった5（7.6％）
　いくらか役立った、とても役立った が計
60.6％、あまり役立たなかった、まったく役立た
なかったが計9.1％であった。Ｃで触れたように
最初の試みとしては一定の成果があったと考え
られよう。（あわせて次項H をご参照ください）

H　上のFで「見た」とお答えの方に伺います。
動画の中で気になったもの、ご感想など、ご自
由にお書きください。
個別作品に関して （ ［　］内の数字は該当する
と思われる作品番号）
・さわると音階のできるもの、木のはえているコ
ラージュ（立体の創作過程が判りやすかった）

［4］、又、入口で「宝船展」のコンセプトが判りや
すかった［12］ ／・友人が行ったろうどく［７］ 
／・ユニコーン［7］ ／・田さんの部分を見ました。
ミステリアスで入口ってかんじでした［10］ ／・
アルミフォイルのどうが がおもしろそうだった

［14］ ／・ねこが「ばいばーい！」のところ［18］
全般的な感想、ご意見など。
・皆さんの心意気が伝わってきました ／・その
作品を作った理由が聞けてよかった ／・日常に
はないことに触れることが出来ました ／・出展
者の情報が事前にわかってよかったです ／・な
かなか哲学的な展示になっていたと感じました　
／・私が来た日［22 日］以外にやったものも面白
そうだなと感じた
・もう少し目立つ所においた方がよい ／・座って
見られると良かった ／・見たかったけど音楽が
少し不気味であまり見ませんでした ／・作品全
体を見るほうが良い

I　今回の展示をご覧になっていかがでした
か？（数字に〇を、 5は自由記述）（回答数101）
1. とてもよかった42（41.6％） 
2. よかった57（56.4％）
3. あまりよくなかった0　
4. よくなかった0
5. その他2（2.０％）
1.「とてもよかった」回答者の自由記述 （ ［　］
内の数字は該当すると思われる作品番号）
・楽しく見られました。色々な展示があり、自由
な発想や制作を感じられた ／・一生懸命が伝
わりました。小学生も応援したいです ／・作品
から自由を感じる。半面、作品という表現を「不
自由」にも感じる。全てを表現する事は作品で
はなく生きる事なのかも ／・展示をされる上で
説明書きがかかれていて、作品について分かり

やすく見られました。またブースごとに、作品の
雰囲気がそれぞれあり面白かったです ／・自
分でこの展示を見たいって思ったから ／・とて
もよかったです。ぜひ友だちにも伝えたいと思
います ／・じぶんの作品があったから［3］
･ それぞれの絵手紙の作品がすばらしかった

［2］ ／・分断と結合　リソラ　作品とカベの文
章［5］ ／・ユニコーン画家さん［７］ ／・田さん
のメッセージ“深く調べてみること”に心を打た
れました。短歌や詩がとてもステキです［10］ ／ 
・11、13 ／・西尾さんの作品がよかった［13］ 
／・ダンス［16］、ポスター［12］
2.「よかった」回答者の自由記述 （［ ］内の数字
は該当すると思われる作品番号）
・アートや今まで出会ったことのない作品をみら
れ、このような考え方もあることに勉強になりま
した ／・生活、生きる、生きていることを感じら
れました ／・入出口より出入口なのは・・・語感？　

（よかった）
・絵手紙展［2］ ／・絵手紙［2］、切り絵、写真等、
それぞれ ／・もっとひろい方が良くみえた 絵て
がみ！［2］ ／・ダンボールの家の作品（小学生の）

［3］ ／・これから工作をするときにダンボールで
小学生がつくったのをまねしたい［3］ ／・自分
の作品もあった［3］ ／・小学生の作品［3、19］、
絵手紙［2］がとてもよかった ／・自然と共生す
るアートが良かった 野良の芸術［5］ （よかった） 
／・小学生の大展示。［19］野良の芸術は参加し
てみたいと思った［5］　
5. 「その他」回答者の自由記述
・字が小さく読みづらい

J　特に印象に残った作品や応援したい夢など
がありましたら、お教えください。 
全般的な感想、不明のものなど
・いくつか楽しめた作品があり、どれも良いと
思う ／・全般的な印象だが非日常性の中に自
分を生きかえらせるヒントがあるように感じた 
／・やはり知人の作品が心をひかれました ／・
とても楽しい企画だと思います ／・とくにな
い（どれもすばらしかった） ／・空を浴びる ／・
sumica ／・山口様 ／・鈴木様
印象に残った個別の作品についての感想、意見
 （［　］内の数字は該当すると思われる作品番
号、普通数字は回答者記述）
・伊藤しょうこ さん［１］ ／・私は絵手紙を描い
ているので作品を見られて良かったです［2］ ／・
友人の絵手紙、心にひびいた［2］ ／・絵手紙　
心にしみました［2］ ／・絵手紙展［2］ ／・今回
は絵手紙を観に来ました。すばらしい字に感動
しています［2］ ／・絵手紙展　［2］ ／・2、9、19： 
小学生の大きな絵、絵手紙 ／・2、7、14、18： 今
回のテーマに沿ってそれぞれの方が発表され、
とても興味深かった ／・子供達の作品　道の
絵本が印象に残った［3］ ／・小学生の自由な
発想表現に驚きました。海外の美術館にも行き
ますが、このような作品に触れることはありませ
ん。身近に色々な発見ができることに感謝です。

また足を運びたいと思います。［3、19］  ／・フェ
ルメールの「真じゅの耳かざりの少女」を模した
作品 ［3］ ／・赤松少年の作品に可能性を感じま
した［3］ ／・おもしろかった。赤松君すごい［3］ 
／・４、８、９ ／・5 ／・野良の円球（竹？） 僕に
とってインパクト大でした［5］ ／・もの派っぽい
大きな木を焼いた？こげた匂いのするものが迫
力があって良かったです。［5］ポスタービジュア
ルも鋭さがあって良いと思います。このビジュア
ルを見たので来ました!!［12］ ／・7：ユニコーン　
毎回絵を拝見し、背中を押してもらえます ／・
7： ユニコーン画家suzuさん 入口と出口 ／・7： 
ユニコーン 毎回絵を拝見し、背中を押してもら
えます ／・友人のsuzuちゃんを応援したい［7］ 
／・7、10、13：色彩や発想に惹かれるものがあっ
た ／･8 ／･8 ／・8、9 ／・画面をさわって音が出
るやつ［9］ ／・9：作る側と観る側を 実際にいっ
たりきたり、出たり入ったりするのがとても良い
と思いました。 ／・9：色にメロディを、ドット描
写に音階とリズムを、未来の楽器の可能性を感
じました ／・9：初めての体験でした ／・画面を
さわって音が出るやつ［9］ ／・9：音楽を奏でる
展示が、説明もして下さり楽しかったです。 ／・
田さん［10］：子どもたちの合作もよかったです。

［19］ 奥の映像もかっこよかったです。［15］ ／・
10：ステキでした ／・パッチワーク、切り絵の作
品を観て、表現する方々のすごいエネルギーを
感じました ／・中村元さんの写真［11］ ／・11： 
いつも楽しい作品、ありがとうございます ／・
11 ／・ししまい［11］ ／・もう一回獅子舞と音楽
とデジタルアートを。［11、15］映像がなかったの
で映像を多くしてやってほしい
・12、13 ／・西尾さんの作品［13］ ／・西路さん
の虫シリーズ［13］ ／・13 ／・ライトで箱の中を
見る作品。おもしろそうと思い、少しワクワクす
る［14］ ／・14、18 ／・3：15番のプロジェクター
のものがたのしかった［15］ ／・プロジェクショ
ンマッピングと電子音きょうピープル［15、9］ ／・
ダンス、ポスター ［16、12］ ／・虹のブランコがよ
かった［18］ ／・にじ色のブランコ［18］ ／・花屋
さんになりたい（夢をかいていた作品）［19］ ／・
19： シンプルな作りの中にも様々な工夫がされ
ていてすばらしいと思った ／・子どもたちの描
いた大きな紙の絵、全部を応援したい ［19］

K　SMF（サイタマミューズフォーラム）やその
活動についてご存知でしたか？（回答数81）
1. 活動に参加・協力した4（4.9％）　
2. 知っていた11（13.6％） 
3. 聞いたことがある5（6.2％）　
4. 知らなかった49（60.5％）　
5. よく分からない（14.8％）

L　その 他 TAKARABUNE 10 やSMF につ
いてご意見ご感想、など、ご自由にお書きくだ
さい。
・この企画は、まだまだ続けてほしい ／・素晴ら
しい取り組みだと思います。今後もぜひ継続し

ていただきたいです。 ／・ＴＡＫＡＲＡＢＵＮＥ
展は今回10回目との事、おめでとうございます。
どなたも参加出来、発表できる場が用意されて
いるのは、とても素敵な事と思います ／・これ
からも続けて下さい ／・毎回すばらしくなって
楽しみです ／・ますますのレベルアップ目ざし
て頑張ってください
・宝船、出入口とは とてもよいテーマ、表題です 
／・いつも大変お世話になっております。なかな
か会合にも出れずで申し訳ありません。それぞ
れの出入口を堪能させていただきました。今後
ともどうぞよろしくお願いいたします。
・子供が作品をつくり見にきました。いろいろな
ことをチャレンジ、経験させたいと思ってます。
本人も他の作品を見て目をキラキラさせていま
した。 ／・（子どもの造形に）またさんかしたい 
／・子供の作品は本当に自由で毎回すばらしい 
／・ぜんぶとてもすばらしかったです。とくにダ
ンボールの作品がとても心にのこりました。あり
がとうございます。 ／・どれもすばらしかったの
で、わたしも図工の時間にまねしたいです
・ふらりと来ましたが楽しめました ／・初めてお
とずれましたが楽しかったです ／・一つ一つの
ことはよくわかりませんでしたが、それでも楽し
めたのでよかったと思います ／・たのしめまし
た ／・素敵でした
・また機会があれば見にきたいと思います ／・
来年もまた来てみたいと思っている。ありがとう
ございました。 ／・又、来年も見に来たい
・ありがとうございました!! ／・いつもありがとう
ございます ／・いつもありがとうございます ／・
ありがとうございました。感謝です
・作品の説明文が小さすぎて主旨がわからな
い。大きな字で説明してほしい ／・水曜からで
なく、火曜からやってほしい ／・影絵のランプは
まぶしすぎた ／・お友達同志で行らして見るこ
とは、良くまたお話合うことも分かります。もう少
し声を小さくしていただけるとよかったです。

報道記録
東京新聞 2026年３月15日 彩の国情報ファイル
読売新聞 2026年3月20日 朝刊 埼玉版（右）

記事中「宝船展」は「TAKARABUNE10」、現代美術家の「菱田
祐一郎」は「SYUTA（三友周太）」の誤り。ドアノブは正しくは「現
地のギャラリーが行っていた、火事に遭った家の廃材で作品を創
るチャリティ活動に（SYUTAが）参加して取得したもの」です。

報道記録
東京新聞 2026年３月15日彩の国情報ファイル
読売新聞 2026年3月20日朝刊 埼玉版（下図）

記事中「宝船展」は「TAKARABUNE10」、現代美術家の「菱田祐一郎」は「SYUTA（三友周太）」の
誤り。ドアノブは正しくは「現地のギャラリーが行っていた、火事に遭った家の廃材で作品を創るチャ
リティ活動に（SYUTAが）参加して取得したもの」です。
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SMF 履歴書
■　幼年期（PRE SMF 時代）
 2002 年 ヒアシンスハウスをつくる会、発足
 2004 年 ヒアシンスハウス竣工
 2006 年 さいたまアート懇話会
 2007 年 さいたまアートフォーラム研究会
■　少年期
 2008 年度 SMF 発足
 　  平成 20 年度 文化庁「芸術拠点形成事業」（ミュージアムタウン構想の推進）
   LINK! ミュージアムからアートの風を !!「風の記憶」…… アート竜巻フェスタ 2008
 2009 年度　 平成 21 年度 文化庁「美術館 ･ 博物館活動基盤整備事業」
   SMF アートのわっ！「風の行方」…… あつまれアートのつむじ風 2009
 2010 年度　 平成 22 年度 文化庁「美術館 ･ 歴史博物館活動基盤整備支援事業」
   交差する風 織りなす場「風の軌跡」…… SMF アート楽座 ･ アートバンク 2010
 2011 年度　 平成 23 年度 文化遺産を活かした観光振興・地域活性化事業（ミュージアム活性化支援事業）
   Saitama Art Platform 形成準備事業「つながる Heart Art」
 2012 年度　 平成 24 年度 文化遺産を活かした観光振興・地域活性化事業（ミュージアム活性化支援事業）
   Saitama Art Platform 形成準備事業「ひろがる」
■　青年期
 2013 年度　 SMF の組織化
   （会則の作成、会員の会費による運営、フォーラムの開催とフォーラムの決議による運営）
 2014 年度　 平成 26 年度 地域と共働した美術館 ･ 歴史博物館創造活動支援事業
   あなたとどこでもアート「小さな家プロジェクト」( 衣 ･ 食 ･ 住をテーマにした 3 年計画の初年　「住」)
 　  　　「アート長屋」建設
   　　「アートのまつり」開催
 2015 年度　 平成 27 年度 地域の核となる美術館 ･ 歴史博物館支援事業
   あなたとどこでもアート「着がわりプロジェクト」( 衣 ･ 食 ･ 住をテーマにした 3 年計画の２年目「衣」)
   　　「アート長屋」入居開始
 　  　　「宝船展Ⅰ」開催
 2016 年度　 平成 28 年度 地域の核となる美術館 ･ 歴史博物館支援事業
   あなたとどこでもアート「おかわりプロジェクト」（衣 ･ 食 ･ 住をテーマにした 3 年計画の最終年「食」）
   　　「宝船展Ⅱ」開催
 　  さいたまトリエンナーレ 2016 に参加
   　　「SMF 学校」運営 
■　成年期
 2017 年度　 組織化された SMF の自立した活動の初年
 　  　　「宝船展 2018 ＠ MOMAS」開催
 2018 年度 親ばなれして自立しようとすれば、それなりに忙しい。
   　　大宮アートフェスティバル 2018 で ｢ＳＭＦアートパーク」開催
   　　入間市博物館では SYUTA さんのワークショップに柴山さんの「電子音響ピープル」
   　　北浦和の商店街に光るきたうらワンが現れたり、ハロウィンで「変身★自分仮面を作ろう」等々々
………  　　　  　　「宝船展 2019 ＠ MOMAS」開催
 2019 年度 埼玉県立近代美術館「MOMAS のとびら」参加
 　  　　「フワリつばさで鏡の国を飛んでみよう」
 　  　　「美術館にぞうが遊びにきたぞう！」
   　　「化石発掘★簡単鋳造で古代の生き物をつくろう！」
   　「きたうらわアートウィーク 花 ･ 花 ･ 花」（北浦和西口ハッピーロード・ふれあい通り）参加
   　さいたま国際芸術祭 2020 公募プログラム「SMF 宝船展 2020」開催
   　　宝船展 ON THE NET/ 宝船展 ＠雲をつかむ / 宝船展 ＠ MOMAS
 　　　　 　　（宝船展 ＠ MOMAS はコロナ禍による埼玉県立近代美術館閉館により残念ながら中止）
 2020 年度　 令和 2 年度オール埼玉で彩る文化プログラム公募事業「SMF with コロナ」開催 
 　  　　アート寺子屋 / アート井戸端 / 宝船展＠アート長屋
   「宝船展＠ MOMAS2021」（くもをつかむ）開催
 2021 年度　 令和 3 年度オール埼玉で彩る文化プログラム公募事業
   　　「SMF アートコロニイプロジェクト - ヒアシンスハウス編」開催
   埼玉県立近代美術館 MOMAS のとびらに協力
   　　「和紙を貼って貼って○ランプ ! □ランプ !」
   入間市博物館 ALIT の連携館ワークショップに協力「身近なもので楽器（カホネレ）を作ろう！」
   「宝船展＠ MOMAS2022」（くもをたがやす）開催
 2022 年度　 入間市博物館 ALIT の連携館ワークショップに協力「『ひみつのたまご』をつくろう！」
   令和 4 年度 社会とつながる文化芸術活動助成事業「アートの素・パントリー」開催
   「TAKARABUNE 2023」（夢のかけらをくもにまく）開催
 2023 年度　 「TAKARABUNE 2024」（漕ぎ出したアートのまつり）開催
 2024 年度　 「TAKARABUNE 2025」（風のカタチ 空のキオク）開催
   連携ミュージアム合同会議開催
 2025 年度　 第 2 回連携ミュージアム・SMF 合同ミーティング開催
   「TAKARABUNE 2026」（TAKARABUNE10：出入口）開催
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伊藤しょうこ  日本画素描 Stray Cat ／一人芝居 《Master Shoko ＆ Margarita》  ｐ2-3、40

絵手紙浦和会  つづける つながる つたえる 20 人の絵手紙展　  ｐ4-5、40

加藤典子   サード ドアを探して     ｐ6-7、40

シミズフローラルデザインスクール　　生命の木     ｐ8-9、40

社会芸術・さぎ山支部 野良の藝術　　野良の藝術 2025 『野良の叫び 分断と結合』報告            ｐ10-11、41

SYUTA（三友周太） 　　　　  The Door Was Open    ｐ12-13、41

suzu   並行世界 ―parallel world―    ｐ14-15、41

出店久夫   夢のごとき風景     ｐ16-17、41

 

田 幸樹枝   ちぎる言葉 ⇔ちぎる絵                  ｐ20-21、42

中村 元   写真 中村 元の世界 ソメイ吉野太夫と千人行列  ｐ22-23、42

中村 隆   TAKARABUNE10：出入口 ビジュアルイメージ  ｐ24-25、42

西尾路子   迷路に ようこそ     ｐ26-27、42

はたみき   オーバー・ザ・コンフォートゾーン　   ｐ28-29、42

菱田祐一郎  Wormhole RECORD_T57    ｐ30-31、43

舞踏サークル 舞ひ風 　           舞踏 《オオゲツ》2  細田麻央、ノトヤ浩一、苅野明、鶴子              ｐ34-35、43

みゃうか   夢の入り口と出口                  ｐ36-37、43

矢花俊樹   巨大アートに挑戦！『私の夢、私たちの未来』               ｐ38-39、43

藤井 香
   創作ダンス 《出口｜入口》  出演：江積志織、海保文江、 

                                          佐々木春呼、松元日奈子                                                     ｐ32-33、 43
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電子音響ピープルプロジェクト＆
東京電機大学「作曲音楽文化研究室」

Denshi Onkyo People in Imaginary Sphere
with Flux Canvas

ｐ18-19、 41
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TAKARABUNE 10 「出入口」
会期：2026年3月18日～3月22日
会場：埼玉県立近代美術館 一般展示室１
主催：SMF（サイタマミューズフォーラム）
会場レイアウト：長野 恒
会場運営：各出展者、ワーキンググループ、東京電機大学柴山研究室

TAKARABUNE 2026（10）「出入口」ワーキンググループ
加藤典子、柴山拓郎、長野 恒、中村 隆、中村 誠、長谷川千賀子、
春華未来、菱田祐一郎、藤井 香、三浦清史、三友周太、吉田富久一

■ カウンター席とテーブル席
　近頃NHKのシリーズ番組『最深日本研究～外国人博士の
目～』を観ていて「日本酒を知りたい」の回では思わず膝を打
つところがありました。 アルザス生まれの若い文化地理学者
が出ていて日仏での外食の仕方の違いを語ったところです。
フランスでは食事はテーブル席が原則で会話は食事をする
仲間同士、テーブルという限られた範囲でのコミュニケーショ
ンに食事が支えられている。カウンターでの食事という形態は
日本独自で、カウンター越しに料理人と客のコミュニケーショ
ンが成り立っていると。
　もっとも憧れのアメリカでもカウンターで食事をするドライ
ブインレストランが映画やテレビで出てきます。（ただしぼく
が憧れているのはケイリー・グラントのアメリカで決してトラ
ンプのアメリカではありません）。
　膝を叩いたのはホワイトキューブでの展覧会をフランス流
のテーブル席とみるならば、TAKARABUNEはカウンター
席もある日本の食事処かアメリカのドライブインレストランに
なるのではないかという喩えがまんざらではないなとひとり
悦に入ったからです。
　展示作品越しの制作者と鑑賞者とのコミュニケーションの
場であるアーティストトークなどはまさに寿司屋のカウンター
越しの会話の趣きがあります。そのカウンターは無地の尾州
檜一枚ものには及ばなくとも、少なくともプリント合板ではな
くいつかは漆塗りにしたいという気概で主催しているつもり
です。

■ 内と內
　アーティストトークも始めたばかりの数年前はまだ、団欒中
のテーブル席を回るシェフの挨拶みたいなぎこちなさがあっ
たものの、歳を重ね今ではすっかり定番に落ち着き、なじみ
客と調理人が息の合った会話を交わすカウンター席の態にな
りました。
　TAKARABUNEではもちろんプロのアーティストの出展
もありますが、同時に、まったくの素人、はじめての人、なん
ちゃってアーティスト、日曜アーティスト、これからアートに興
味をもってみようかなという人、だれでもが内に入り表現する
ことができるアンデパンダンな展覧会です。もしかすると客
席についたつもりがいつの間にかつけ台を越えて内側の調
理場に立たされているかもしれません。
　内の正字は「內」、門構えの出入口から入ったところが內だ
というのが原義なのでしょうが、当用漢字の制約かなにかか
ら、そこに人がかかわれば内なる世界があらわれるというい
かにもぼくらSMFの趣旨に相応しい「内」字を考えて下さった
識者の方々に感謝しながら（向こうの世界で『お言葉ですが』
の高島俊男さんの苦 し々げな表情が目に浮かびはしますが）
これであとがきの口上は終わりです。
　裏表紙を閉じればTAKARABUNE 10から退出できます
が、この出口はTAKARABUNE 2027へ、そしてSMF次の
10年への入口にもなっています。なにしろ今回のテーマは出
入口だったのですから。

三浦清史（SMF代表、建築家）

あとがき




